
ステンレス鋼管と鉄管などの異種金属のフランジ接合には金属同士の電位に差があり、絶縁しなければなり
ません。この異種金属接触腐食を防ぐ最も有効な方法は、接触部分を電気絶縁材料によって被覆することです。
SDC防食ボルト／SDC電流絶縁ボルトは、絶縁ワッシャー、SDCカラー塗装（特殊樹脂焼付塗装）及び絶縁ゴ

ムライニングによる絶縁効果により、異種金属接合時に電食防止の効果を発揮します。（パッキンについてはご
相談下さい）

＜異種金属の接触による腐食について＞
異種金属接触腐食は、2種類の異なった金属同士の接

合により発生する腐食であり、ガルバニック電流（異種金
属間の電位差によって流れる電流）によって電位の卑な金
属の表面が溶液中に流出して接触部付近の金属が腐食さ
れる現象です。
※各金属の自然電位列を右図に表示

SDC電流絶縁ボルト
（SUS304）

220Ｖの高電圧絶縁保証が可能。
鉄道橋と併設の水管橋・ポンプ室など
の迷走電流の絶縁に最適です。

SDC防食ボルト
（ＳＵＳ304）

ステンレス管と鉄管の接合による
異種金属管接合の電食防止に最
適です。
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自然電位列
（海水中におけるイオン化傾向の序列）

●SDC絶縁ボルトシリーズ
異種金属間の電流をシャットアウト！！
フランジ間を絶縁することにより、電食を防止します。

SDC防食ボルト（SUS304）
＜設置例＞

※赤色箇所で絶縁しています
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